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1. 緒言 

 本校では事業計画に基づき，"KOSEN4.0"イニシ

アティブ採択事業として，「離島工学に基づく防

災・減災に精通した IoT 技術者育成プログラム」を

行っている．その中で，我々は 1 つの試みとして

GIS による情報の共有化を行っている．また，一般

大衆向けの情報開示方法には，大勢の人が複数同

時に討論を行うための地図情報として，1/2500 の

学校周辺模型を作成した．本論文では，GIS を用い

たフィールドワークの集約に関する基礎研究とし

て，GIS データを用いた 1/2500 学校周辺模型の製

作について述べる． 

 

2. 1/2500学校周辺模型 

 1/2500 学校周辺模型の製作手順は，大きく分け

て「GIS データの作成」と「学校周辺模型の作成」

の 2 つに分かれる（図 1）． 
 

 

Fig. 1 1/2500 学校周辺模型の製作手順 
 

① 地図の選定 

学校周辺模型を製作するにあたり，基となる地

図データとして，上島町弓削島の GIS 地図データ

を選択した．この地図データは，国土地理院発行の

基盤地図情報基本項目であり，研究のために随時

加工を施している(1)． 

② GISデータの仕様 

①で選択した GIS 地図データにおいて，今後の

互換性を維持するために，基盤地図情報ダウンロ

ードデータファイル仕様書と JMP2.0仕様書に準拠

する形で GIS データを作成することとした． 

③ 基準となる 10mメッシュ GISデータの作成 

模型の製作には，株式会社カワダの nanoblock を

使用した．その nanoblock に対応するためには，海

抜線や等高線の境界線を 2 値化する必要がある

（④）．そのために，ここでは前処理として，面積 

を区分した． 

④陸・海の判別 

③で作成した地図を印刷し，目視による二重チェ

ックの下，各メッシュにおける 2 値化を行った． 

⑤平面直角座標系における座標入力 

④で作成した地図情報（2 値化情報）を基に，平面

直角座標系における座標（メッシュの交点）をテキ

ストファイルとして保存した． 

⑥平面直角座標系から緯度経度（世界測地系）への

データ変換 

⑤のテキストファイルを平面直角座標系から世界

測地系へ座標変換（データ変換）することで，②の

仕様に準拠した． 

⑦GISデータへの適用 

⑥で作成した 2 値化情報（世界測地系）から GIS

データ（②の仕様に準拠）を作成した． 

⑧nanoblockへの適用 

GISで作成した 2値化情報を標高ごとに実寸大（グ

リッドあり）で印刷し，その上に nanoblock の配置図

をプロットした． 

⑨学校周辺模型の構築 

⑧の nanoblock に適用させた配置図を用いて，海

抜 0 [m]から順にブロックを配置することで，学校

周辺の模型を構築した（図 2）． 
 

 

Fig. 2 完成時の学校周辺模型 
 

3. 結言 

 本論文では，研究情報の共有化の手段として，GIS

を提示するとともに，GIS データを用いた 1/2500 学

校周辺模型の製作について述べた．今後は，製作し

た模型を南海トラフ巨大地震や西日本豪雨について

の防災教育に役立てたいと考えている． 
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